
　
職
場
体
験
と
は
、
生
徒
が
事
業

所
な
ど
の
職
場
で
働
く
こ
と
を
通

じ
て
、
職
業
や
仕
事
に
つ
い
て
実

際
に
体
験
し
た
り
、
働
く
人
々
と

接
し
た
り
す
る
学
習
活
動
の
こ
と

で
す
。

　
金
山
町
小
中
高
一
貫
教
育
の
事

業
と
し
て
、
平
成
30
年
に
始
ま
っ

た
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
」。
金
山

中
学
校
の
屋
内
外
に
15
の
ブ
ー
ス

が
設
置
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
、
小

中
高
の
５
〜
６
人
の
合
同
班
編
成

に
分
か
れ
様
々
な
職
業
を
体
験
し

ま
し
た
。
事
業
所
の
方
た
ち
は
、

生
徒
た
ち
に
「
ど
の
よ
う
な
場
所

で
活
躍
し
て
い
る
の
か
」「
ど
ん

な
作
業
を
行
っ
て
い
る
か
」
な
ど

を
説
明
し
、
実
際
に
作
業
を
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
の
金
山
の
未
来
の
担
い
手
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
委
員
長

で
あ
る
、
も
が
み
北
部
商
工
会
金

山
支
部
長
の
星
川
広
喜
実
行
委
員

長
は
「
こ
の
取
り
組
み
は
町
外
か

ら
も
評
価
が
高
く
嬉
し
く
思
う
。

子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
の
職
業
を

選
ぶ
時
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
の

こ
と
を
少
し
で
も
思
い
出
し
て
く

れ
る
と
あ
り
が
た
い
。
繊
細
な
技

術
、
誇
り
を
持
ち
働
い
て
い
る
方

に
触
れ
、
何
か
感
じ
取
っ
て
く
れ

れ
ば
」
と
生
徒
た
ち
に
温
か
い
眼

差
し
を
向
け
ま
す
。

　
５
年
目
を
迎
え
、
事
業
所
も
生

徒
た
ち
に
も
っ
と
面
白
い
体
験
を

し
て
も
ら
お
う
と
創
意
工
夫
。
最

上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防

本
部
で
は
、
今
回
初
め
て
消
防
車

と
救
急
車
を
配
備
し
、
放
水
体
験

を
準
備
し
て
く
れ
ま
し
た
。
他
に

も
ド
ロ
ー
ン
や
Ｖ
Ｒ（
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）
な
ど
の
建
設

業
や
農
業
で
活
用
し
て
い
る
最
新

技
術
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
体
験
後
の
感
想
発
表
で
は
、「
町

で
活
躍
す
る
仕
事
を
実
際
に
体
験

で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
様

子
。参
加
し
た
事
業
所
の
方
は「
自

分
が
な
り
た
い
職
業
に
な
る
た
め

に
は
、
全
て
試
験
が
あ
る
。
好
き

な
仕
事
に
就
く
た
め
に
は
、
学
び

が
大
切
。
勉
強
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

　
金
山
で
働
く
こ
と
や
夢
を
持
つ

こ
と
、
ど
の
よ
う
な
大
人
に
な
り

た
い
の
か
、
肌
で
学
ぶ
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
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将来の夢を考えるきっかけに　
　　～未来の担い手プロジェクト～

▲防火衣の着用に戸惑う生徒
▲生徒たちに大人気の壁塗り体験

•興味が無かった業種だったけど、体験してみると見え方が変わった。
•「地元の活性化に繋げたい」「地元ならではの魅力を発信したい」と働いている方の熱意を感じた。
•仕事は大変だというイメージだけ持っていたけれど、それだけではなく、働いている人が「楽しい」
と感じる職場があってとてもいいなと感じた。
•将来どんな職業についても人のためになるような仕事をするという考え方を大切にしたい。
•人手不足を解消するため、最新の技術を使っていることを知れた。
•自分の好きなことを仕事にするためには、目標をしっかり持ち、その目標に向かって前向きに努
力することが大切だと教えてもらった。
•金山にもこんなに素敵な仕事をしている方がたくさんいるということを知れた。
•学び続けることが大事だと気付いた。自分をどう変えていくのか、どう行動すればいいのかを考
えるきっかけになった。

参
加
し
た
生
徒
の
皆
さ
ん
の

感
想
を
一
部
紹
介
し
ま
す

生徒の声

金山中学校
　髙橋　晋也  校長

金山美容組合
　奥山　伸  さん

　小中高の生徒たちが集まったプロジ
ェクトＫの開講式で「小学生はチャレ
ンジ」、「中学生は働く意義を」「高校
生は自分の将来を見据えて」体験して
ほしいと伝えました。年齢に合わせて、
しっかりとした目的を持って体験して
欲しかったからです。この体験を通し
て、どんな職業に就きたいかはもちろ
んのこと、「どんな人間になりたいか、
どんな生き方をしたいか」を考えるき
っかけになってほしいのです。
　コロナ禍、そして忙しいにもかかわ
らず、たくさんの企業の方に協力して
いただき、本当に感謝しています。子
どもたちは夢を持った、生き生きとし
た人に影響を受けます。今回、生き方
を学んだ子どもたちが多くいたと感じ
ています。
　体験後、子どもたちの顔つきもキリ
っと変わったように見えました。

▼プロジェクトＫ協力事業所▼
新庄警察署・特別養護老人ホームみず
ぎ荘・㈱荘内銀行金山支店・金山コネ
クタ㈱・新庄最上建設総合組合金山支
部・農事組合法人いずえむ・最上広域
市町村圏事務組合消防本部金山支署・
星川建設㈱・㈲星輪・白岩土木建築㈱・
金山農業協同組合・金山町森林組合・
㈲スズキ金山販売・㈲笹原自動車工場・
金山美容組合

　子どもたちのため、美容組合として初
めてプロジェクトＫに参加しました。生
徒たちには、カットの基本やアイロンを
使ったセットの方法などを体験してもら
いました。見ていると、手先が器用で、
筋があるなと感じる子も結構いましたね。
いろいろな職業を体験してみて、こんな
職業もあるんだなと興味を持ってもらい、
将来の職業を選択するきっかけになれば
嬉しいです。

▲現場看板も本物
そのもの

1－札勘訓練の様子　2－介護って何だろう
3－器用にカンナで削る
4－最先端技術のVRを初体験

事業所の声
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